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１．教員紹介・主な研究分野  
 厚生労働省の発表によると，わが国には 300 万人を超える精神障害者がいます．精神科病院

に入院している精神障害者は約 35 万人ですので，大多数は地域で生活しています．しかし，差

別・偏見を受けやすい精神障害者や家族は，地域で生活しづらい状況が続いています．そこで，

ソーシャルワークの視点から，精神障害者が地域で生活しやすい援助・支援法の開発とそれを

下支えする社会環境を構築する方法を研究しています．そのためにはケアマネジメントという

技術とケアマネジメントが有効に機能するシステムが不可欠で，両者を統合した地域サポート

システムを構築する研究をおこなっています． 
またケアマネジメントを担う福祉専門職が必要になりますので，その観点から精神保健福祉

士等をどのように養成するかということも研究しています． 
 
２．研究業績 
 ①最近の著書・論文 
・ 藤原朋恵・住友雄資（2022）「女性精神保健福祉士の『仕事と子育ての両立』に関する研究動向

と課題」『人間科学』4，1－9． 
・ 住友雄資・鬼塚香（2020）「『精神保健福祉援助演習』におけるロールプレイ活用の到達点と

課題―クライエント役を演じることを出発点に―」『福岡県立大学人間社会学部紀要』29（1），

19-34． 
 
 ②その他最近の業績 
 <学会発表> 
・ 鬼塚香・住友雄資（2022）「2021年度教育実践報告『精神保健福祉演習』―『なりきりプレゼ

ンテーション』導入の効果と課題―」『福岡県立大学人間社会学部紀要』30(2)，77-85． 
・ 畑香理・鬼塚香・住友雄資（2021）「2020年度教育実践報告：『精神保健福祉援助実習指導』・

『精神保健福祉援助実習指導』－コロナ禍における教育実践と今後の課題－」『福岡県立大学

人間社会学部紀要』30(1)，181-190． 
・ 鬼塚香・住友雄資（2021）「2020 年度『精神保健福祉演習』－『心理情緒的支援』を学生が理

解するまで－」『福岡県立大学人間社会学部紀要』29(2)，203-214． 
 

 ③過去の主要業績 
・ 住友雄資（2007）『精神保健福祉士のための地域生活支援活動モデル』金剛出版．（単著）  
・ 住友雄資（2001）『精神科ソーシャルワーク』中央法規出版．（単著） 

 
 
 
 



３．外部研究資金 
 
４．受賞 

 
５．所属学会 

 

一般社団法人日本社会福祉学会 査読委員 
日本精神障害者リハビリテーション学会 査読委員 
日本ソーシャルワーク学会 査読委員 
日本職業リハビリテーション学会 
日本地域福祉学会 
一般社団法人日本精神保健福祉学会 

 
６．担当授業科目 

 

（学部） 
精神保健福祉の原理Ⅱ・２単位・２年・後期，精神科リハビリテーション学Ⅱ・２単位・３年・

後期，精神保健福祉援助技術各論Ⅱ・２単位・３年・後期，卒業論文・６単位・４年・通年 
（大学院） 
社会福祉研究法・２単位・前期，質的研究法・１単位・前期，精神保健福祉研究・２単位・前

期，精神保健福祉演習・２単位・後期，特別研究・４単位・通年 
 
７．社会貢献活動 
 田川市障がい者福祉基本計画等策定・推進委員会 会長 

 
８．学外講義・講演 
 講演「精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築」（京都郡地域自立支援協議会） 

 
９．附属研究所の活動等 

 


